
ワークショップ２回目の
振り返り

①公園ストック再編計画
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見学会コース



ストックパターンの検討
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パターン 基本方針 振り分け条件 機能

子ども型 ・児童公園 ・周囲に小中学校、幼稚園、保育園、子育て支援施設等が周辺に存在する場合 遊具

（子育て支援） ・同類の街区公園が誘致圏に重複している場合（機能集約） 広場

・周辺居住区の低年齢層が高い場合

・人気がある場合

高齢者型 ・憩いと運動の広場 ・周囲に高齢福祉施設等が存在する場合 健康器具

（福祉型） ・周辺居住区の高齢化率が高い場合 園路等歩行スペース

交流型 ・運動公園 ・ある程度広い面積を有する場合 複合型

（多世代・ ・地域の核となる公園 ・周囲にコミュニティセンター等が存在する場合

　コミュニティ） ・市街地内の総合、地区、近隣公園の場合

休養型 ・憩いの広場 ・他に機能が集約され、オープンスペースが残る場合 修景広場

（施設の再配置） ・居住誘導区域外の場合 ベンチ

・市街地外の近隣公園等の場合 芝

緑地型 ・緩衝緑地 ・緩衝緑地帯として設置されている場合 樹林

・緑地公園 ・樹林地、植栽地として設定されている場合 植栽

※健全度判定により整備時期を設定する
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モデルケース５公園の再編検討のグループ意見概要



5

５公園再編パターン図



都市公園ストック再編計画について
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